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横浜． 
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17) 北島 勲．血液凝固学からみた新規経口抗凝固薬の薬理学的特徴．第 35 回日本臨床薬理学会学術総会；2014 Dec 4；
松山． 
18) 仁井見英樹．血液中の菌数を敗血症重症度や治療効果の新たな指標とする検査技術の開発．第 61 回日本臨床検査医
学会学術集会学術推進プロジェクト 1；2014 Nov 25；福岡． 
19) 森田未香，関口敬文，坂本純子，野手良剛，鳴河宗聡，山本善裕．当院における過去 10 年間の Pseudomonas aeruginosa
の分離状況および薬剤感受性の推移．第 25 回日本臨床微生物学会総会；2014 Feb 1-2；名古屋． 
20) 篠原寛明，鈴木正康，遠田浩司，北島 勲．医工が連携する化学・バイオセンサの開発と臨床検査の課題解決への応
用．2014 富山大学学術交流会；2014 Mar 10；富山． 
21) 山下 峰*．汎用機による CK-MB mass 法に有用性．石川県医学検査学会ランチョンセミナー；2014 Mar 23；金沢． 
22) 上野智浩，仁井見英樹，森 正之，多葉田誉，南 洋，齋藤 滋，北島 勲．Eukaryote-made Taq polymerase を用い
た迅速で正確な子宮内感染症法の構築．第 53 回日本臨床検査医学会東海・北陸支部総会 第 328 回日本臨床化学会
東海・北陸支部例会；2014 Mar 9；福井． 
23) 横田 綾*，川添友紀，野手良剛，北島 勲．直接トロンビン阻害薬ダビガトランモニタリング検査に関する検討．
第 53 回日本臨床検査医学会東海・北陸支部総会 第 328 回日本臨床化学会東海・北陸支部例会；2014 Mar；福井． 
24) 釈永清志，原田健右，服部端樹，久保田亮平，北島 勲，山崎光章．遠隔虚血プレコンデショナルによる血栓予防効
果．日本麻酔科学会第 61 回学術集会；2014 May 16；横浜． 
25) 山下 峰*，大槻晋也，野手良剛，北島 勲．ラテックス凝集比濁法による新規 CK-MB 蛋白測定試薬の基礎的検討
および電気泳動法による解析．第 25 回日本臨床化学東海北陸支部総会 第 33 回日本臨床検査医学会東海北陸支部例
会連合大会；2014 Aug 2；名古屋． 
26) 仁井見英樹，上野智浩，森 正之，杉江和茂，北島 勲．感染症起炎菌迅速同定法(Tm mapping 法)の学内試験運用
における正確性の評価．第 54 回日本臨床化学会年次学術集会；2014 Sep 5；東京． 
27) 山下 峰*，北島 勲．LC-MS/MS を用いた血清 25-ヒドロキシビタミンの測定．第 54 回日本臨床化学会年次学術集
会；2014 Sep 5；東京． 
28) 内山賢子，仲岡英幸，伊吹圭一郎，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子，北島 勲．心臓再同期療法の前後の評価に心エ
コーが有用であった小児の 1 例．第 22 回北陸臨床病理集団会セミナー；2014 Sep 20；富山． 
29) 山下 峰*，大槻晋也，多賀由紀子，川島猛志，野手良剛，北島 勲．CK-MB 蛋白量測定試薬「L タイプワコーCK-MB 
mass」の機能評価および電気泳動法による解析．第 22 回北陸臨床病理集団会セミナー；2014 Sep 20；富山． 
30) 上野智浩，仁井見英樹，齋藤 滋，北島 勲．Tm mapping 法（感染症起炎菌迅速同定法）の院内試験運用結果とそ
の評価．第 22 回北陸臨床病理集団会セミナー；2014 Sep 20；富山． 
31) 関口敬文，森田未香，坂本純子，野手良剛，北島 勲．意識障害を契機に発見された播種性ノカルジア症の 1 例．
第 53 回日臨技中部圏支部医学検査学会；2014 Sep 27；富山． 
32) 大槻晋也*，山下 峰，野手良剛，北島 勲．汎用自動分析装置を用いたインスリン測定試薬「ノルデイアインスリ
ン」の基礎的検討．日本臨床検査自動化学会第 46 回大会；2014 Oct 11；神戸． 
33) 山下 峰*，大槻晋也，野手良剛，北島 勲．新規 CK-MB 蛋白量測定試薬「L タイプワコーCK-MBmass の基礎的検
討」日本臨床検査自動化学会第 46 回大会；2014 Oct 11；神戸． 
34) 横田 綾，北島 勲．直接トロンビン阻害薬ダビガトランのモニタリング検査に関する検討．日本臨床検査自動化学
会第 46 回大会；2014 Oct 11；神戸． 
35) 杉森弘子，大原麻衣子，黒﨑宏子，供田文宏，小池 勤，井上 博，原田健右，北島 勲．健常な勤労者における有
酸素運動の転写因子 NF-κB 活性化に及ぼす影響．第 37 回日本高血圧学会総会；2014 Oct 17；横浜． 
36) 仁井見英樹．迅速簡便な感染症起炎菌同定技術の開発．日立中央研究所講演；2014 Nov 13． 
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37) 仁井見英樹，上野智浩，森 正之，多葉田誉，南 洋，杉江和茂，齋藤 滋，北島 勲．Tm mapping 法（感染症起
炎菌迅速同定法）の院内試験運用とその評価．第 61 回日本臨床検査医学会学術集会；2014 Nov 23；福岡． 
 
◆ その他 
1)  特許取得：北島 勲．特許第 5504477 号．発明名称「指尖脈波解析装置及びこれを用いた血管内皮機能評価システム」
出願番号：特願 2010-059907．出願日：平成 22 年 3 月 16 日，登録日：平成 26 年 3 月 28 日． 
2)  特許取得： 多葉田誉，南 洋，仁井見英樹，北島 勲，上野智浩，林 史郎，森 正之．特許第 5583602 号．発明
名称「耐性 DNA ポリメラーゼを含む酵素調整物およびその製造方法，並びに検出対象生物の検出方法」．出願番号：
特願 2010－546663．出願日：平成 22 年 1 月 15 日，登録日：平成 26 年 7 月 25 日，公開日：平成 26 年 9 月 3 日． 
3)  北島 勲：富山県臨床検査管理協議会の果たす役割．平成 16 年度臨床検査精度管理調査報告書 2014；26：1． 
4)  高倉一恵，松井祥子，野口寿美，島木貴久子，佐野隆子，酒井 渉，北島 勲．風疹抗体価の動向．学園の臨床研究
2014；13：11-5． 
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